On the Formation of the report : “The Jodo Sect was founded in the 5th Year of Joan.” by 坪井, 俊映
承
安
五
年
淨
土
開
宗
説
の
形
成
坪
井
俊
映
一
σ
淨
土
宗
教
團
に
お
い
て
は
古
來
よ
り
承
安
五
年
(安
元
元
年
・
一
一
七
五
)
を
も
つ
て
、
法
然
上
人
が
善
導
の
觀
經
疏
に
説
く
「
一
心
專
念
の
文
」
に
よ
つ
て
、
淨
土
宗
を
開
宗
さ
れ
た
年
と
し
て
い
る
。
し
か
る
に
近
年
、
法
然
上
人
の
傳
歴
に
關
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
り
開
宗
年
次
に
つ
い
て
種
々
の
疑
問
が
提
出
さ
れ
、
承
安
五
年
淨
土
開
宗
と
い
う
古
來
の
定
説
に
樹
し
て
、
種
々
の
異
説
が
唱
え
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
そ
れ
ら
の
異
読
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
を
出
す
と
、
θ
法
然
上
人
が
選
擇
集
を
遞
作
さ
れ
た
建
久
九
年
(法
然
六
十
六
歳
)
を
①
,
も
つ
て
開
宗
と
す
る
説
、
◎
建
久
元
年
(五
十
八
歳
)
東
大
寺
に
お
い
て
淨
土
三
部
經
を
講
述
さ
れ
た
そ
の
前
後
の
年
次
を
も
つ
て
す
る
②
③
説
、
㊤
元
久
元
年
(七
十
二
歳
)
以
後
の
晩
年
に
こ
れ
を
求
め
る
説
、
⑭
舊
來
の
承
安
五
年
(
四
十
三
歳
)
淨
土
開
宗
を
朴
守
す
る
読
等
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
一
と
二
と
の
説
は
、
法
然
上
人
の
獨
自
の
念
佛
思
想
で
あ
る
專
念
主
義
、
選
擇
本
願
念
佛
義
の
萌
芽
、
ま
た
は
確
立
し
た
時
を
も
つ
て
開
宗
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
の
説
は
内
専
修
外
天
台
と
評
さ
れ
る
法
然
の
學
風
よ
り
天
台
の
臭
味
を
脱
し
て
純
粹
淨
土
教
に
歸
入
さ
れ
た
處
に
淨
土
開
宗
を
認
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
の
読
は
惠
心
の
往
生
要
集
の
思
想
よ
り
善
導
の
觀
經
疏
に
読
く
念
佛
思
想
に
回
心
さ
れ
た
時
に
、
立
教
開
宗
の
意
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
天
台
・
三
論
等
の
諸
宗
に
附
承
安
五
年
淨
土
開
宗
読
の
形
成
一
七
五
●
一
七
六
隨
し
て
發
展
し
た
在
來
の
淨
土
往
生
信
仰
に
理
論
的
基
礎
を
與
え
て
、
淨
土
思
想
を
獨
立
さ
し
、
專
念
主
義
を
主
張
さ
れ
た
法
然
上
人
の
思
想
信
仰
の
推
移
の
中
に
、
そ
の
契
機
を
求
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
然
上
人
は
語
録
の
中
に
お
い
て
「淨
土
宗
を
立
つ
」
と
い
う
こ
と
を
し
ば
し
ば
い
つ
て
い
ら
れ
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
選
擇
集
の
卷
初
に
は
道
綽
の
安
樂
集
を
引
い
て
、
聖
道
自
力
の
數
門
に
鞨
し
て
、淨
土
他
力
の
教
法
の
獨
立
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
薯
冖書
や
語
録
に
い
う
「淨
土
宗
」、
「淨
土
門
」
と
い
う
こ
と
は
、
淨
土
宗
教
團
を
意
味
す
る
も
の
と
は
考
・兄
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
④
法
然
と
同
時
代
の
明
惠
上
人
高
辨
の
摧
邪
輪
卷
下
に
は
「
宗
」
の
義
を
釋
し
て
、
常
途
釋
云
、
當
部
所
〆崇
日
〆
it!o
此
約
二經
論
文
義
一釋
之
。
…
…
此
詮
二
一
義
一
事
一以
爲
〆宗
。
,　J
と
い
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
經
論
に
説
く
要
義
、
主
意
を
崇
め
て
宗
と
い
う
の
で
あ
る
。
良
忠
の
玄
義
分
記
第
四
に
は
智
顎
の
法
華
玄
義
、
明
曠
の
菩
薩
戒
疏
を
引
い
て
「宗
と
は
奪
な
り
、
主
な
り
、
要
な
り
」
と
も
解
し
て
い
る
。
そ
れ
で
法
然
上
人
が
い
わ
れ
た
淨
土
宗
と
は
法
然
が
崇
め
た
所
の
經
疏
の
要
旨
を
い
う
の
で
あ
つ
て
、
三
部
經
に
説
く
所
の
念
佛
往
生
の
教
旨
の
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
法
然
上
人
の
已
證
の
教
説
そ
の
も
の
で
あ
つ
て
、
「淨
土
宗
を
立
つ
」
と
い
う
こ
と
は
、
從
來
の
淨
土
思
想
に
鞨
し
て
新
淨
土
宗
義
の
提
唱
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
こ
の
言
葉
の
中
に
は
新
教
團
を
組
織
す
る
と
い
う
意
圖
は
見
出
す
こ
と
は
出
來
な
い
。
し
か
し
、
法
然
上
人
が
唱
え
ら
れ
た
新
義
に
賛
同
す
る
人
、
上
人
に
歸
依
す
る
人
が
漸
次
増
加
す
る
に
從
つ
て
、
法
然
上
人
を
中
心
と
す
る
小
念
佛
教
團
が
出
來
上
つ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
か
る
教
團
の
形
成
は
法
然
上
人
が
意
圖
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て
自
然
に
出
來
上
つ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
法
然
の
新
念
佛
教
團
は
自
然
に
出
來
上
つ
た
自
由
教
團
で
あ
る
が
、
叡
山
・
奈
良
の
諸
宗
派
よ
り
眺
め
た
と
ぎ
は
、
法
⑥
然
が
新
教
團
を
組
織
し
た
と
見
て
い
る
。
元
久
元
年
の
興
幅
寺
奏
状
の
第
二
條
に
は
立
一新
宗
一失
夫
佛
法
東
漸
後
我
朝
有
二
八
宗
一
或
異
域
紳
人
來
而
傳
受
或
本
朝
高
僣
往
而
請
〆
盆
。
干
〆
時
上
代
明
王
勅
而
施
行
…
…
縱
雖
ご有
〆功
有
ノ徳
一須
下
奏
二
公
家
一以
待
申
勅
許
上
私
號
二
一
宗
一甚
以
不
當
と
あ
つ
て
、
興
幅
寺
の
僣
徒
は
法
然
上
人
の
淨
土
宗
を
法
相
、
天
台
等
の
八
宗
派
と
同
一
覗
し
て
勅
許
を
受
け
て
開
宗
す
べ
き
も
の
な
る
に
、
法
然
は
私
に
一
宗
團
を
開
創
し
た
と
見
て
い
る
。
法
然
滅
後
一
〇
〇
年
、
郎
ち
應
長
元
年
(
一
1
1
1
1
7
に
凝
然
が
著
わ
し
た
淨
土
⑦
ナ
リ
ニ
シ
ク
法
門
源
流
章
に
は
「源
空
六
十
六
、
録
二
選
擇
本
願
念
佛
集
一
卷
一立
二
淨
土
宗
一大
顯
二義
理
一自
〆
此
已
後
淨
土
教
甚
昌
貴
賤
倶
修
都
鄙
威
フ遒
」
と
あ
る
。
こ
の
源
流
章
の
い
う
淨
土
宗
と
は
、
淨
土
往
生
義
と
も
解
さ
れ
る
が
、
凝
然
は
華
嚴
宗
の
學
匠
で
あ
り
、
法
然
滅
後
既
に
一
〇
〇
年
を
經
過
し
て
、
法
然
教
團
が
各
地
で
活
動
し
て
い
た
時
で
あ
る
か
ら
、
丈
勢
よ
り
見
て
新
宗
團
の
開
創
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
法
然
上
人
の
薪
念
佛
義
の
提
唱
は
當
時
の
肚
會
に
大
な
る
影
響
を
與
え
、
多
く
の
歸
依
者
を
得
て
、
他
宗
よ
り
薪
數
團
を
形
成
し
た
と
見
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
し
か
ら
ば
法
然
上
人
の
提
唱
さ
れ
た
新
念
佛
義
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
法
然
上
人
は
選
擇
集
に
お
い
て
、
安
樂
集
、
觀
經
疏
、
往
生
禮
讃
等
の
要
文
を
引
い
て
、
口
稱
念
佛
に
よ
る
凡
夫
の
報
土
往
生
を
宣
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
張
す
る
念
佛
は
選
擇
本
願
の
念
佛
で
あ
る
が
、
こ
の
念
佛
説
の
依
り
處
と
す
る
も
の
は
善
導
の
觀
經
疏
の
思
想
で
あ
る
。
選
擇
集
に
「偏
依
善
導
一
師
」
と
あ
る
如
く
、
善
導
の
本
願
念
佛
の
思
想
を
そ
の
ま
ま
繼
承
し
て
、
そ
の
上
に
「選
擇
」
な
る
新
し
い
意
味
を
付
加
さ
れ
た
の
が
法
然
の
新
念
佛
説
で
あ
る
。
從
つ
て
法
然
の
立
場
よ
り
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
念
佛
思
想
は
善
導
の
念
佛
説
の
繼
承
祀
述
で
あ
つ
て
、
故
な
ぎ
新
義
の
提
唱
⑧
で
は
な
い
。
一
期
物
語
に
「我
立
二淨
土
宗
一意
趣
者
爲
〆
示
ご凡
夫
往
生
一也
…
…
諸
宗
所
談
雖
〆
異
惣
不
〆許
下
凡
夫
生
二
淨
土
一
云
事
上
故
、
依
二善
導
尺
義
一興
二淨
土
宗
一之
時
、
印
凡
夫
生
二報
土
一云
事
顯
也
」
と
あ
る
如
く
、
善
導
の
釋
義
に
よ
る
新
淨
土
教
義
の
提
唱
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
云
い
換
え
れ
ば
、
善
導
の
提
唱
し
た
る
本
願
念
佛
に
よ
る
凡
夫
往
生
義
の
顯
揚
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
聖
光
の
⑨
、
⑩
ノ
ノ
ハ
ノ
西
宗
要
第
一
に
は
「善
導
和
尚
意
立
二淨
土
宗
一明
二往
生
極
樂
行
こ
と
い
い
、
ま
た
念
佛
三
心
要
集
に
は
「
善
導
所
立
淨
土
宗
意
此
四
句
C
　
中
…
…
」
と
あ
つ
て
、
淨
土
立
宗
の
組
を
善
導
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
信
瑞
の
明
義
進
行
集
第
二
の
隆
寛
の
條
に
は
、
「大
唐
ノ
承
安
五
年
淨
土
開
宗
詭
の
形
成
一
七
七
一
七
八
善
導
ノ
淨
土
宗
ヲ
タ
テ
給
フ
事
ハ
三
經
一
論
ヲ
正
依
ト
シ
、
曇
鸞
道
綽
ヲ
祗
師
ト
ス
」
と
い
い
、
ま
た
、
選
擇
集
相
傳
の
條
に
も
「
コ
ノ
書
ニ
ノ
ス
ル
處
ノ
要
夊
ハ
善
導
和
爾
ノ
淨
土
宗
ヲ
タ
テ
タ
マ
ヘ
ル
肝
心
ナ
リ
」
と
あ
つ
て
、
信
瑞
も
聖
光
と
同
じ
よ
う
に
淨
土
宗
の
創
設
を
善
導
に
歸
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
信
瑞
は
法
然
上
人
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
人
で
、
法
蓮
房
信
空
の
弟
子
で
あ
り
、
法
然
滅
後
六
十
七
年
、
師
ち
、
弘
安
二
年
(
一
二
七
九
)
に
入
寂
し
て
い
る
。
聖
光
の
西
宗
要
は
法
然
滅
後
二
十
五
年
、
印
ち
嘉
禎
三
年
(
一
二
三
七
)
の
作
で
あ
り
、
念
佛
三
心
要
集
も
聖
光
の
晩
年
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
覺
如
の
拾
遺
古
徳
傳
に
も
「
た
ゴ
善
導
和
尚
の
意
に
依
て
淨
土
宗
を
立
つ
…
…
源
空
が
今
案
に
あ
ら
ず
」
と
記
述
し
て
い
る
。
從
つ
て
法
然
上
人
は
い
う
ま
で
も
な
く
弟
子
、
孫
弟
子
の
間
に
お
い
て
は
淨
土
宗
の
開
組
を
善
導
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
法
然
上
人
は
善
導
の
淨
土
宗
義
の
日
本
に
お
け
る
繼
承
者
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
・
聖
光
の
徹
覆
集
普
は
・
法
然
上
人
は
觀
經
疏
に
読
く
二
心
專
念
の
丈
」
に
よ
つ
て
本
願
念
佛
の
教
に
歸
入
し
た
と
記
し
・
ま
た
・
憙
の
決
疑
靆
五
に
も
「承
安
五
年
乙
未
蟹
慧
疏
天
ご專
雋
諸
」
と
あ
つ
て
、
い
ず
れ
も
薑
の
念
佛
思
楚
歸
依
し
た
人
と
し
て
い
て
、
淨
土
開
宗
の
租
師
と
は
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
然
上
人
の
提
唱
さ
れ
た
新
淨
土
宗
義
は
多
く
の
賛
同
者
と
歸
依
者
と
を
得
て
、
次
第
に
發
展
し
、
法
然
の
晩
佃
、に
は
南
都
北
嶺
の
佛
教
教
團
よ
り
法
相
天
台
の
如
ぎ
既
成
教
團
に
類
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
程
に
ま
で
發
展
し
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
法
然
が
意
識
せ
ず
し
て
出
來
上
つ
た
教
團
で
あ
つ
て
、
法
然
上
人
自
身
と
し
て
は
、
か
か
る
教
團
の
開
組
と
自
認
し
て
い
た
と
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
く
て
法
然
上
人
を
中
心
に
す
る
念
佛
の
自
由
教
團
は
南
都
北
嶺
よ
り
の
度
び
重
な
る
迫
害
に
よ
り
、
京
洛
の
地
よ
り
そ
の
影
を
ひ
そ
め
た
が
、
地
方
に
分
散
し
た
念
佛
歡
團
の
う
ち
聖
光
・
良
忠
と
次
第
す
る
鎭
西
の
數
團
及
び
法
蓮
房
信
空
の
法
系
の
人
々
並
に
覺
如
の
本
願
寺
教
團
に
お
い
て
は
上
述
せ
る
如
く
淨
土
宗
教
團
の
租
を
善
導
と
し
て
い
て
、
法
然
上
人
を
開
租
と
は
し
て
い
な
い
。
從
つ
て
法
然
上
人
の
淨
土
歸
入
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
古
い
諸
記
録
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
淨
土
開
宗
の
年
次
に
つ
い
て
論
逋
さ
れ
た
の
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
現
今
、
淨
土
宗
教
團
に
て
は
承
安
五
年
、
法
然
上
人
四
十
三
歳
の
年
を
も
つ
て
「
淨
土
開
宗
の
年
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法
然
上
人
行
状
畫
圖
(略
稱
、
四
十
八
卷
傳
)
に
「承
安
五
年
の
春
、
生
年
四
十
三
歳
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
餘
行
を
す
て
N
一
向
に
念
佛
に
歸
し
た
ま
へ
り
」
と
あ
る
文
に
よ
つ
て
立
て
る
説
で
あ
る
が
、
こ
の
文
は
善
導
の
淨
土
教
へ
の
歸
入
を
逋
べ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
淨
土
開
宗
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
は
な
い
。
し
か
の
み
な
ら
ず
法
然
上
人
の
古
い
諸
傳
記
を
研
す
る
に
、
承
安
五
年
(安
元
元
年
)
法
然
上
人
四
十
三
歳
の
年
を
も
つ
て
淨
土
開
宗
と
記
し
て
い
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
二
法
然
上
人
の
傳
記
に
は
、
源
空
聖
人
私
日
記
(
__
ti
、
私
日
記
)
を
初
め
十
數
種
類
の
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
傳
記
の
う
ち
、
い
ず
れ
の
も
の
を
も
つ
て
原
本
と
す
る
か
は
、
諸
學
者
の
間
に
異
読
が
存
す
る
が
、
後
世
成
立
の
傳
記
ほ
ど
増
廣
さ
れ
た
後
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
法
然
上
人
行
状
畫
圖
四
十
八
卷
(四
十
八
卷
傳
)
は
、
こ
れ
ら
諸
傳
記
を
集
大
成
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
私
日
記
は
法
然
上
人
滅
後
ま
も
な
く
書
か
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
叡
山
の
天
台
教
團
よ
り
迫
害
を
受
け
て
い
た
當
時
に
作
ら
れ
た
傳
記
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
四
十
八
卷
傳
は
滅
後
百
二
三
十
年
後
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
既
に
天
台
教
團
よ
り
の
逍
害
も
な
く
、
三
租
良
忠
の
門
下
が
各
地
に
お
い
て
新
興
武
士
階
級
の
歸
依
を
受
け
て
、
念
佛
敏
團
の
教
勢
の
次
第
に
伸
展
し
つ
つ
あ
つ
た
時
で
あ
る
。
從
つ
て
私
日
記
と
四
十
八
卷
傳
と
を
比
較
す
る
と
き
、
そ
れ
ら
が
編
集
さ
れ
た
時
の
法
然
教
團
の
肚
會
的
地
位
が
異
な
つ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
畫
か
れ
た
法
然
像
に
も
大
な
る
變
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
諸
傳
記
に
よ
り
て
淨
土
宗
開
宗
年
次
と
い
わ
れ
る
承
安
五
年
(安
元
元
年
)
四
十
三
歳
の
法
然
上
人
を
見
る
と
、
四
十
三
歳
を
も
つ
て
淨
土
歸
入
の
年
と
す
る
傳
記
と
、
叡
山
を
離
脱
し
た
年
と
す
る
も
の
と
が
見
ら
れ
る
。
承
安
五
年
淨
土
開
宗
詭
の
形
成
一
七
九
一
八
〇
承
安
五
年
、
四
十
三
歳
を
淨
土
歸
入
の
年
と
す
る
傳
記
は
、
私
日
記
、
法
然
上
人
傳
記
(略
稱
、
醍
醐
本
)
、
本
朝
祖
師
傳
記
繪
詞
(略
稱
、
四
卷
傳
)、
法
然
上
人
傳
繪
詞
(琳
阿
本
)
、
法
然
上
人
繪
詞
(近
衞
本
)
、
黒
谷
源
空
上
人
傳
(十
六
門
記
)、
四
十
八
卷
傳
、
法
然
上
人
傳
(十
卷
傳
)
、
知
恩
傳
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
傳
記
を
比
較
す
る
と
、
同
じ
く
淨
土
歸
入
と
い
つ
て
も
淨
土
歸
入
の
法
然
上
人
を
描
寫
す
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
表
現
を
し
て
い
る
。
⑬
私
日
記
に
は
「高
倉
院
御
宇
、
安
元
元
年
乙
未
聖
人
齢
自
三
四
十
三
始
入
ご淨
土
門
一閑
觀
ご淨
土
一給
。
初
夜
寳
樹
現
、
次
夜
示
ご
瑠
璃
地
一
後
夜
者
宮
殿
拜
之
。
阿
彌
陀
佛
三
奪
常
來
至
也
」
と
あ
り
。
こ
の
丈
の
前
後
の
説
相
を
見
る
と
、
前
に
は
文
治
二
年
(
一
一
八
六
)
の
大
原
問
答
の
記
事
が
あ
り
、
ま
た
後
に
は
靈
山
寺
三
七
日
の
不
斷
念
佛
並
に
月
輪
公
の
歸
依
と
頭
光
踏
蓮
の
法
然
を
盡
い
て
い
る
。
安
元
元
年
(承
安
五
年
)
の
淨
土
歸
入
は
丈
治
二
年
の
大
原
問
答
よ
り
先
立
つ
こ
と
十
年
前
の
出
來
事
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
安
元
元
年
淨
土
歸
入
の
記
事
と
大
原
問
答
の
記
事
と
は
年
代
的
に
記
述
の
前
後
が
亂
れ
て
い
る
。
こ
の
私
日
記
に
よ
る
と
、
「入
淨
土
門
」
と
い
う
「淨
土
門
」
は
往
生
要
集
の
淨
土
教
か
、
善
導
の
淨
土
教
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
次
下
の
丈
よ
り
見
る
と
諸
學
者
の
い
う
如
く
往
生
要
集
に
説
く
觀
念
の
塗
教
に
曼
芸
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
.
而
て
大
原
問
答
の
條
の
前
験
抑
智
二曇
鸞
道
馨
覆
感
御
作
至
務
嚴
先
徳
往
生
要
集
一雖
〆窺
二奥
匕日
一二
返
拜
見
之
時
者
往
生
獪
不
〆易
。
第
三
返
之
時
亂
想
之
凡
夫
不
〆
如
ご
稱
名
之
一
行
↓
是
則
濁
世
我
等
依
怙
、
末
代
衆
生
之
出
離
令
二
開
悟
一訖
、
況
於
二
自
身
得
脱
一乎
L
と
あ
つ
て
、
稱
名
念
佛
に
よ
る
凡
夫
往
生
の
教
説
は
曇
鸞
道
綽
善
導
懐
感
源
信
等
の
諸
師
の
読
か
れ
た
教
で
あ
る
と
し
、
夢
の
善
導
の
來
現
を
記
述
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
法
然
は
口
稱
念
佛
に
よ
る
凡
夫
往
生
の
教
を
開
悟
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
私
日
記
で
は
口
稱
念
佛
の
行
者
と
し
て
法
然
を
畫
い
て
は
い
る
が
、
「四
十
三
歳
の
法
然
」
は
觀
念
念
佛
の
行
者
と
し
て
圭
田{か
れ
て
い
て
、
後
世
の
傳
記
が
記
述
す
る
如
く
善
導
の
觀
經
疏
に
よ
つ
て
淨
土
門
に
歸
入
し
、
口
稱
念
佛
の
行
者
と
な
つ
た
と
は
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
傳
記
に
は
黒
谷
離
別
の
記
事
は
見
ら
れ
な
い
・
醍
醐
本
の
法
然
上
人
傳
で
は
淨
土
門
歸
入
に
關
す
る
年
號
の
表
示
は
な
い
が
、
「
自
〆爾
四
十
餘
年
習
二學
天
台
一
宗
一粗
得
二
一
宗
大
意
一
⑮
我
性
者
雖
二大
卷
書
一三
反
見
〆之
者
不
〆闇
二干
丈
義
一分
明
也
」
と
あ
り
。
こ
の
「自
爾
四
十
餘
年
習
學
天
台
一
宗
」
の
文
の
讀
み
方
に
つ
い
て
異
説
が
あ
る
が
、
法
然
上
人
傳
全
集
(井
川
定
慶
編
)
の
訓
點
に
從
つ
て
讀
め
ば
、
法
然
上
人
は
四
十
歳
餘
り
ま
で
天
台
僭
と
し
て
天
ノ
台
を
學
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
文
に
續
い
て
往
生
要
集
の
解
釋
が
あ
つ
て
、
「
但
於
一百
印
百
生
行
相
一已
讓
二道
綽
善
導
釋
一委
不
〆
述
〆之
是
故
往
生
要
集
爲
ご先
逹
一而
入
ご淨
土
門
一」
と
あ
り
、
「
こ
れ
を
自
爾
四
十
餘
年
習
學
天
台
一
宗
」
の
丈
と
關
蓮
さ
し
て
見
る
と
き
、
法
然
上
人
は
四
十
餘
り
の
年
ま
で
天
台
を
學
び
、
四
十
を
過
ぎ
て
か
ら
往
生
要
集
を
先
逹
と
し
て
淨
土
門
に
入
つ
た
こ
と
に
な
つ
て
、
四
十
三
歳
淨
土
歸
入
説
と
同
じ
意
趣
を
示
す
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
而
て
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
往
生
要
集
に
鞨
す
る
醍
醐
本
の
見
解
で
あ
る
。
普
逋
、
往
生
要
集
は
觀
念
念
佛
を
説
き
、稱
名
は
觀
念
に
堪
え
ざ
る
も
の
に
す
す
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
醍
醐
本
作
者
の
見
解
に
從
う
な
ら
ば
、
往
生
要
集
の
釋
義
の
中
「又
有
二稱
名
一其
中
慇
懃
勸
進
之
言
唯
在
二穩
名
之
殺
」
と
い
い
、
ま
た
「
觀
察
中
於
一稱
名
一丁
寧
勘
/
之
爲
ご本
意
一
云
事
顯
然
也
」
と
あ
つ
て
、
往
生
要
集
の
本
意
は
稱
名
に
あ
つ
て
觀
念
の
行
で
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
從
つ
て
「往
生
要
集
爲
一
先
逹
一而
入
一淨
土
門
こ
と
い
う
こ
と
は
、
惠
心
の
往
生
要
集
に
説
く
觀
念
的
な
淨
土
教
に
歸
入
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
し
て
稱
名
念
佛
の
教
、
即
ち
善
導
の
淨
土
教
に
歸
入
し
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
傳
記
に
も
離
山
の
こ
と
を
記
述
し
て
い
な
い
。
前
の
私
日
記
で
は
四
十
三
歳
の
法
然
を
觀
念
の
行
者
と
し
て
畫
い
て
い
る
が
、
こ
の
醍
醐
本
で
は
稱
名
の
念
佛
行
者
と
見
て
い
る
。
し
か
し
稱
名
の
行
者
と
な
る
契
機
と
し
て
往
生
要
焦
が
出
て
い
て
、
善
導
の
觀
經
疏
は
未
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
。
⑯
し
か
る
に
四
卷
傳
に
な
る
と
「事
の
は
じ
め
は
高
倉
院
の
御
宇
、
安
元
元
年
乙
未
、
齢
四
十
三
歳
よ
り
、
諸
經
所
讃
多
在
彌
陀
の
妙
偈
こ
と
に
ら
う
た
く
心
に
そ
み
給
い
け
れ
ば
、
戒
品
を
地
體
と
し
て
、
そ
の
こ
ゑ
に
毎
日
七
萬
遍
の
念
佛
を
唱
え
て
、
お
な
じ
く
門
弟
の
な
か
に
も
を
し
へ
は
じ
め
給
け
る
」
と
あ
り
、
續
い
て
「
上
來
雖
読
定
散
兩
門
之
盆
…
…
一
向
專
稱
彌
陀
佛
名
、
南
無
阿
彌
陀
佛
」
と
い
う
善
導
の
觀
經
疏
の
丈
が
引
用
さ
れ
、
敦
ぎ
に
私
日
記
に
あ
る
「上
人
心
閑
に
淨
土
を
觀
じ
給
け
る
、
は
じ
め
の
夜
は
寳
樹
を
現
じ
云
云
」
と
い
う
丈
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
上
來
雖
読
」
の
丈
と
前
の
淨
土
歸
入
の
交
章
と
の
間
に
は
何
ら
の
読
明
も
な
く
、
何
の
た
め
に
ご
承
安
五
年
淨
土
開
宗
詭
の
形
成
一
八
一
一
八
こ
の
觀
經
疏
の
丈
が
引
用
さ
れ
た
か
が
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
初
め
に
七
萬
遍
の
口
稱
念
佛
の
行
者
に
な
つ
た
と
記
し
て
居
り
な
が
ら
、
下
の
文
に
「閑
に
淨
土
を
觀
じ
給
う
」
と
あ
つ
て
、
觀
念
の
念
佛
行
者
と
も
見
て
い
る
。
そ
れ
で
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
不
明
瞭
な
も
の
が
存
す
る
が
、
し
か
し
、
同
傳
第
三
卷
に
「爰
我
大
師
法
主
上
人
、
行
年
四
十
三
よ
り
念
佛
門
に
入
て
あ
ま
ね
く
弘
給
う
」
と
い
い
、
ま
た
、
「行
年
四
十
三
よ
り
毎
日
七
萬
遍
に
て
無
退
轉
云
云
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
四
卷
傳
に
て
は
四
十
三
歳
よ
り
七
萬
遍
の
專
修
念
佛
の
行
者
に
な
ら
れ
た
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
先
き
の
私
日
記
や
醍
醐
本
に
て
は
稱
名
念
佛
の
記
事
は
あ
る
が
、
四
十
三
歳
よ
り
七
萬
遍
の
專
修
念
佛
の
行
者
に
な
つ
た
こ
と
を
明
瞭
に
説
い
て
な
い
。
四
十
三
歳
よ
り
專
念
行
者
と
す
る
の
は
こ
の
傳
記
が
初
め
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
四
卷
傳
の
成
立
は
滅
後
二
十
五
年
、
師
ち
嘉
碵
三
年
(
一
二
三
七
)
以
前
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
時
代
に
な
つ
て
初
め
て
「四
十
三
歳
よ
り
專
念
の
行
者
に
な
ら
れ
た
法
然
」
が
明
瞭
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
傳
記
で
は
淨
土
歸
入
の
契
機
と
し
て
善
導
の
觀
經
疏
は
未
だ
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
る
に
四
卷
蟹
後
に
出
來
た
と
葉
さ
れ
る
琳
阿
愈
は
コ
員
倉
天
皇
禦
安
元
元
年
乙
蒸
行
年
罕
ゴ
】薩
善
畿
經
疏
の
忍
專
念
の
文
に
よ
つ
て
荷
專
修
に
歸
す
」
と
い
い
・
近
衞
絢
で
は
同
楚
一
心
專
念
の
文
に
よ
り
「承
安
五
年
奉
生
年
四
+
三
礒
立
う
に
餘
行
を
捨
て
一
向
に
念
佛
に
歸
し
給
へ
り
」
と
あ
り
、
十
六
門
記
も
こ
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
以
上
の
諸
傳
記
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
法
然
の
四
十
三
歳
と
い
う
年
を
も
つ
て
、
「淨
土
門
歸
入
の
年
」
と
す
る
こ
と
は
い
ず
れ
も
同
一
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
歸
入
し
た
淨
土
門
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
私
日
記
は
「觀
念
の
淨
土
教
」
と
し
、
醍
醐
本
は
「
往
生
要
集
に
よ
る
稱
名
念
佛
」
と
し
、
四
卷
傳
は
「
七
萬
遍
の
念
佛
行
者
」
と
見
、
琳
阿
本
、
近
衞
本
、
十
六
門
記
は
二
向
專
修
の
念
佛
行
者
」
と
し
て
い
る
。
而
て
淨
土
門
歸
入
の
契
機
と
し
て
は
私
日
記
は
な
に
も
書
い
て
な
い
が
、
醍
醐
本
は
往
生
要
集
を
出
し
、
四
卷
傳
は
支
那
天
台
六
租
湛
然
の
止
觀
補
行
に
あ
る
諸
經
所
讃
多
在
彌
陀
の
文
を
記
し
、
琳
阿
本
、
近
衞
本
、
十
六
門
記
の
三
本
は
と
も
に
二
心
專
念
の
丈
」
を
記
し
て
い
て
、
後
世
成
立
の
傳
記
ほ
ど
善
導
の
影
が
濃
厚
に
畫
ぎ
出
さ
れ
て
い
る
。
三
上
記
の
諸
傳
記
は
い
ず
れ
も
法
然
上
人
の
四
十
三
歳
を
も
つ
て
、
淨
土
門
に
歸
入
さ
れ
た
年
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
鞨
し
て
法
然
聖
人
繪
(弘
願
本
)
と
拾
遺
古
徳
傳
繪
詞
(古
徳
傳
)
と
法
然
上
人
傳
記
(
九
卷
傳
)
と
元
亨
釋
書
と
は
叡
山
を
離
脱
さ
れ
た
年
と
し
て
い
る
。
⑲
弘
願
本
に
よ
る
と
「捨
聖
歸
淨
の
説
法
圖
」
の
次
に
「
承
安
四
年
甲
午
春
、
上
人
と
し
四
十
二
、
は
じ
め
て
黒
谷
を
い
で
て
吉
水
に
住
し
給
う
、
こ
れ
ひ
と
へ
に
他
を
利
せ
ん
た
め
な
り
」
と
あ
つ
て
、
四
十
二
歳
に
黒
谷
を
去
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
文
の
前
に
選
擇
集
述
作
の
こ
と
が
あ
つ
て
、
記
事
が
年
代
的
に
前
後
し
て
い
る
が
、
こ
の
傳
記
で
は
淨
土
門
歸
入
に
つ
い
て
の
記
事
、
年
次
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
こ
の
弘
願
本
の
考
え
に
よ
る
と
四
十
二
歳
、
黒
谷
を
去
ら
れ
る
時
ま
で
に
淨
土
門
歸
入
が
あ
つ
た
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
弘
願
本
の
成
立
年
次
に
つ
い
て
嘉
碵
三
年
成
立
の
四
卷
傳
と
正
安
三
年
(
コ
ニ
〇
一
)
成
立
の
古
徳
傳
と
の
中
間
(滅
後
二
十
五
年
か
ら
九
〇
年
の
間
)
に
あ
る
と
考
え
る
か
ら
、
諸
傳
記
の
中
で
叡
山
離
脱
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
一
番
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
覆
九
〇
年
師
ち
正
安
三
年
(
コ
ニ
〇
一
)
覺
如
に
よ
つ
て
蕘
ざ
れ
た
拾
響
徳
轡
詞
に
は
「諸
方
の
道
俗
を
化
せ
ん
が
た
め
に
委
奉
甲
午
の
費
行
年
罕
二
に
し
熏
谷
を
出
て
、
哀
に
芒
た
ま
ふ
。
轗
疉
齷
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
偏
に
淨
土
法
の
を
談
じ
、
ね
ん
ご
ろ
に
念
佛
の
行
を
す
x
め
た
ま
ふ
。」
と
あ
る
。
こ
の
干
麦
年
號
と
行
年
と
に
一
年
の
相
違
は
あ
る
が
、
こ
の
傳
記
で
は
承
安
五
年
を
化
他
の
た
め
に
吉
水
へ
移
ら
れ
た
年
と
し
て
い
る
。
淨
土
門
歸
入
の
年
次
に
つ
い
て
は
何
も
記
述
し
て
い
な
い
が
、
往
生
要
集
に
よ
つ
て
淨
土
門
に
入
り
、
善
導
の
觀
經
疏
に
よ
つ
て
稱
名
念
佛
の
行
者
に
な
つ
た
と
し
て
、
淨
土
門
歸
入
の
過
程
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
古
徳
傳
の
考
え
に
よ
る
と
、法
然
は
念
佛
の
教
を
弘
め
る
た
め
に
黒
谷
を
去
つ
て
吉
水
に
移
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
承
安
五
年
淨
土
開
宗
詭
の
形
成
一
八
三
一
八
四
淨
土
門
歸
入
は
弘
願
本
と
同
じ
く
四
十
二
歳
以
前
に
あ
つ
た
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
滅
後
一
〇
〇
年
頃
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
九
卷
傳
で
は
コ
咼
倉
院
御
宇
、
承
安
五
年
の
春
、
上
人
四
十
三
歳
黒
谷
を
出
て
吉
水
に
住
し
給
う
、
其
よ
り
以
來
淨
土
の
法
を
談
じ
念
佛
の
行
を
ひ
ろ
め
普
く
萬
人
を
勸
め
給
う
」
と
あ
つ
て
弘
願
本
、
古
徳
傳
と
同
じ
よ
う
に
承
安
五
年
を
黒
谷
離
別
の
年
と
し
て
い
る
。
こ
の
九
卷
傳
に
ょ
る
と
黒
谷
離
別
の
前
に
往
生
要
集
に
よ
つ
て
善
導
の
觀
經
疏
を
知
り
、
善
導
の
觀
經
疏
に
説
く
コ
心
專
念
の
文
」
に
よ
つ
て
淨
土
教
に
歸
入
し
て
稱
名
念
佛
の
行
者
に
な
つ
た
と
し
て
い
る
。
淨
土
門
歸
入
の
年
號
は
記
し
て
い
な
い
。
以
上
の
三
傳
記
は
い
ず
れ
も
承
安
五
(四
)
年
を
黒
谷
離
別
の
年
と
し
、
そ
れ
以
前
に
淨
土
門
歸
入
が
あ
つ
た
と
見
て
い
る
が
、
淨
土
門
歸
入
の
契
機
に
つ
い
て
弘
願
本
は
な
に
も
1i1t2し
て
い
な
い
が
、
古
徳
傳
は
「光
明
寺
の
觀
經
疏
」
と
い
い
、
九
卷
傳
は
二
心
專
念
の
文
」
を
出
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
九
卷
傳
を
基
礎
と
し
て
、
上
記
の
諸
傳
記
を
集
大
成
し
た
と
い
わ
れ
る
四
十
八
卷
傳
で
は
、
承
安
五
年
の
春
、
一
心
專
O
念
の
文
に
よ
つ
て
淨
土
門
に
歸
入
し
た
と
い
い
'
ま
た
同
年
同
時
期
に
黒
谷
を
出
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
印
ち
第
六
卷
に
、
「承
安
五
年
の
春
、
生
年
四
十
三
歳
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
餘
行
を
す
乂
て
一
向
に
念
佛
に
歸
し
給
ひ
け
り
」
と
い
い
、
念
佛
歸
入
の
契
機
に
つ
い
て
、
善
導
の
觀
經
疏
を
三
度
び
披
覽
し
て
コ
心
專
念
の
丈
」
に
よ
り
、
凡
夫
往
生
の
義
を
知
つ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
十
卷
に
は
コ
崗
倉
院
御
在
位
の
と
き
、
承
安
五
年
の
春
、
勅
請
あ
り
し
か
ば
主
上
に
一
乘
圓
戒
を
さ
づ
け
た
て
ま
つ
る
」
と
あ
つ
て
、
淨
土
歸
入
と
同
じ
頃
に
高
倉
天
皇
に
御
授
戒
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
高
倉
天
皇
授
戒
を
承
安
五
年
と
す
る
傳
記
は
九
卷
傳
と
こ
の
四
十
八
卷
傳
と
の
み
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
前
の
成
立
の
傳
記
で
は
高
倉
天
皇
授
戒
の
こ
と
を
記
述
し
て
は
い
る
が
年
次
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
四
十
八
卷
傳
で
は
黒
谷
離
別
に
つ
い
て
「
上
人
一
向
專
修
の
身
と
な
り
給
ひ
し
か
ば
つ
ゐ
に
四
明
の
巖
洞
を
い
で
N
西
山
廣
谷
と
い
う
と
こ
ろ
に
居
を
し
め
給
き
、
い
く
ほ
ど
な
く
て
東
山
吉
水
の
ほ
と
り
に
…
…
う
つ
り
す
み
給
う
」
と
い
う
の
み
で
、
こ
の
年
次
は
記
述
し
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
黒
谷
離
別
吉
水
移
住
の
こ
と
と
、
高
倉
天
皇
授
戒
の
た
め
の
離
山
と
を
四
十
八
卷
傳
で
は
同
一
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
凡
ら
く
傳
記
作
者
の
意
圖
は
淨
土
門
歸
入
と
い
う
意
義
あ
る
年
次
を
高
倉
天
皇
授
戒
と
い
う
こ
と
で
更
に
一
段
と
光
彩
を
與
え
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
弘
願
本
以
下
の
四
十
三
(
二
)
歳
を
叡
山
離
別
と
す
る
諸
傳
記
を
見
る
と
、
年
號
∵
行
年
・
干
麦
の
誤
り
の
あ
る
も
の
も
存
す
る
が
、
い
ず
れ
も
四
十
三
歳
以
前
に
淨
土
歸
入
が
あ
つ
た
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
吉
水
移
住
に
つ
い
て
も
「
化
他
の
た
め
」
に
黒
谷
を
去
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
る
に
四
十
八
卷
傳
に
な
る
と
念
佛
門
に
歸
入
す
る
や
直
ち
に
黒
谷
を
離
れ
ら
れ
、
そ
れ
は
高
倉
天
皇
授
戒
の
た
め
で
あ
る
と
し
て
、
淨
土
歸
入
叡
山
離
脱
を
高
倉
天
皇
授
戒
で
意
義
づ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
弘
願
本
以
下
の
四
十
三
歳
離
山
の
法
然
を
畫
く
諸
傳
記
作
者
の
意
圖
は
「
化
他
の
た
め
」
と
あ
る
如
く
、
化
他
の
法
然
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
N
る
化
他
の
法
然
が
畫
か
れ
る
背
景
に
は
各
地
に
分
散
し
た
法
然
の
念
佛
教
團
が
盛
ん
に
化
他
布
教
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
上
逋
の
如
く
淨
土
門
歸
入
の
契
機
と
し
て
後
世
の
傳
1IiLTほ
ど
善
導
の
影
が
濃
厚
に
出
て
い
る
が
、
二
心
專
念
の
文
」
を
も
つ
て
稱
名
念
佛
歸
入
の
契
機
と
す
る
傳
717fiは
琳
阿
本
、
近
衞
本
、
十
六
門
記
、
九
卷
傳
、
四
十
八
卷
傳
で
あ
つ
て
、
古
徳
傳
は
觀
經
疏
に
よ
る
と
い
い
、
四
卷
傳
は
「諸
經
所
讃
多
在
彌
陀
」
の
丈
を
出
し
、
醍
醐
本
は
往
生
要
集
を
出
し
て
い
る
。
元
亨
二
年
(
コ
壬
=
)
に
著
さ
れ
た
師
錬
の
元
亨
釋
書
に
は
往
生
要
集
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
琳
阿
本
と
近
衞
本
の
成
立
年
次
は
明
確
に
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
が
、
弘
願
本
、
古
徳
傳
と
比
較
し
て
見
る
に
、
こ
の
兩
傳
よ
N
`
り
記
述
詳
細
を
極
め
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
琳
阿
本
の
第
五
卷
選
擇
集
述
作
の
條
に
お
い
て
、
聖
光
を
選
擇
集
相
傳
の
唯
一
人
の
弟
子
と
承
安
五
年
淨
土
開
宗
読
の
形
成
一
八
五
一
八
六
し
て
畫
き
、
近
衞
本
も
ま
た
初
め
に
お
い
て
三
重
の
念
佛
を
読
き
、
つ
づ
い
て
「故
上
人
辨
阿
に
教
給
し
は
」
と
記
し
て
、
聖
光
を
諸
弟
子
中
の
最
初
に
出
し
て
い
る
。
三
重
の
念
佛
説
は
聖
光
が
法
然
上
人
に
教
え
を
受
け
た
と
き
最
初
に
歡
示
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
こ
の
琳
阿
本
と
近
衞
本
と
は
聖
光
の
法
系
の
も
の
が
書
い
た
の
で
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
兩
傳
の
成
立
を
古
徳
傳
の
後
に
置
く
な
ら
ば
、
滅
後
九
〇
年
以
後
に
お
い
て
、
聖
光
の
法
系
の
人
々
に
よ
つ
て
、
善
導
の
二
心
專
念
の
文
」
が
淨
土
歸
入
の
契
機
と
し
て
法
然
上
人
の
傳
記
の
上
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
前
に
お
い
て
コ
0
心
專
念
の
文
」
に
よ
つ
て
法
然
の
淨
土
に
歸
入
を
と
り
あ
げ
た
も
の
は
聖
光
の
徹
選
擇
集
で
あ
る
。
印
ち
同
書
の
上
に
テ
「悲
哉
悲
哉
、
爲
〆
何
爲
〆
何
爰
如
〆予
者
已
非
ご戒
定
惠
三
學
之
器
一…
…
然
間
歎
歎
入
二經
藏
一悲
悲
向
二聖
教
一手
自
披
〆
之
見
ノ之
善
導
和
省
觀
經
疏
云
下
一
心
專
念
彌
陀
名
號
行
住
坐
臥
不
問
時
節
久
近
念
々
不
捨
者
是
名
正
定
之
業
順
彼
佛
願
故
上
文
見
得
之
後
、
如
ご
我
等
一無
智
之
身
偏
仰
二此
文
一專
憑
二此
理
一…
…
」
と
あ
る
。
徹
選
擇
集
は
滅
後
二
十
五
年
、
印
ち
嘉
幀
三
年
(
一
二
三
七
)
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
時
代
に
書
か
れ
た
四
卷
傳
で
は
淨
土
歸
入
の
契
機
と
し
て
「諸
經
所
讃
多
在
彌
陀
」
の
文
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
四
卷
傳
で
は
聖
光
が
鎭
西
に
お
い
て
光
明
寺
を
建
て
て
一
切
衆
生
を
教
道
し
て
往
生
を
途
げ
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
聖
光
の
示
寂
し
た
年
を
見
る
と
聖
光
は
そ
の
翌
年
暦
仁
元
年
(
一
二
三
八
)
に
入
寂
し
て
い
る
か
ら
、
四
卷
傳
に
出
る
聖
光
の
こ
の
記
事
は
後
程
誰
れ
か
が
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
淨
土
歸
入
の
丈
」
の
異
な
り
よ
り
、
こ
の
四
卷
傳
は
聖
光
の
教
團
の
人
と
は
別
の
系
統
の
人
に
よ
つ
て
な
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
い
つ
し
か
聖
光
の
門
流
の
も
の
に
よ
つ
て
上
記
の
如
き
聖
光
上
人
に
關
す
る
記
事
が
書
き
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
而
て
法
然
上
人
の
淨
土
歸
入
に
つ
い
て
善
導
の
觀
經
疏
に
出
る
二
心
専
念
の
文
」
を
重
規
す
る
琳
阿
本
、
近
衞
本
、
十
六
門
記
を
見
る
に
、
い
ず
れ
も
上
記
の
如
く
聖
光
を
法
然
門
下
の
有
力
な
弟
子
と
し
て
耋
い
て
い
る
。
從
つ
て
、
淨
土
歸
入
に
つ
い
て
二
心
專
念
の
丈
」
を
重
覗
す
る
の
は
聖
光
の
門
流
の
も
の
に
姶
ま
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
徹
選
擇
集
上
に
出
る
上
記
の
文
を
和
丈
に
書
き
替
え
て
、
そ
の
ま
ま
全
交
を
引
用
し
た
の
は
四
十
八
卷
傳
で
あ
る
。
五
以
上
、
法
然
上
人
の
傳
記
の
中
、
大
體
鎌
倉
室
町
時
代
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
古
傳
を
中
心
に
四
十
三
歳
の
法
然
上
人
の
事
蹟
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
四
十
三
歳
を
淨
土
歸
入
の
年
と
す
る
も
の
と
、
叡
山
離
睨
の
年
と
す
る
も
の
と
の
二
種
類
が
見
ら
れ
、
ま
た
淨
土
歸
入
に
つ
い
て
も
、
そ
の
淨
土
門
の
内
容
及
び
歸
入
の
契
機
を
な
す
經
文
に
異
読
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
四
十
八
卷
傳
の
み
は
淨
土
歸
入
、
師
叡
山
離
脱
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
い
ず
れ
の
傳
記
を
見
て
も
四
十
三
歳
を
も
つ
て
淨
土
開
宗
と
述
べ
た
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
承
安
五
年
(
安
元
元
年
)
四
十
三
歳
を
も
つ
て
淨
土
開
宗
と
す
る
説
が
、
い
つ
頃
、
誰
れ
に
よ
つ
て
唱
え
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
私
の
知
つ
て
い
る
資
料
の
範
圍
内
に
お
い
て
は
、
聖
聰
の
淨
土
三
國
佛
租
傳
集
の
下
に
、
寔
以
、
源
空
上
人
四
十
三
御
歳
、
成
一二
向
專
修
身
一出
ご
叡
山
黒
谷
一移
二住
西
都
一建
一立
淨
土
眞
宗
一
の
文
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
聖
聰
は
聖
冏
の
弟
子
で
あ
つ
て
、
應
永
二
十
三
年
五
月
(
一
四
一
六
)
に
こ
の
佛
租
傳
集
を
著
わ
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
淨
土
眞
宗
と
は
淨
土
宗
の
異
名
で
あ
つ
て
、
聖
冏
が
好
ん
で
用
い
る
宗
名
で
あ
る
。
從
つ
て
法
然
上
人
滅
後
二
〇
四
年
に
し
て
、
「法
然
上
人
四
十
三
歳
、
淨
土
一
宗
建
立
」
と
い
う
説
が
聖
聰
に
よ
つ
て
唱
え
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
而
て
、
三
國
佛
組
傳
集
に
あ
る
法
然
上
人
傳
に
は
保
元
元
年
(
一
一
五
六
)
法
然
二
十
四
歳
の
時
、
夢
中
に
善
導
の
來
現
し
た
と
い
う
記
事
を
乘
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
に
著
わ
さ
れ
た
諸
傳
記
に
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
他
に
承
安
五
年
三
月
十
四
日
、
建
久
九
年
五
月
朔
日
、
治
承
四
年
三
月
十
四
日
、
承
元
四
年
正
月
二
十
一
日
等
都
合
五
回
に
亙
つ
て
、
善
導
の
來
現
の
あ
つ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
か
か
る
事
柄
は
九
卷
傳
、
四
十
八
卷
傳
等
に
は
見
ら
れ
な
い
所
で
あ
る
。
こ
れ
を
聖
聰
の
著
書
と
す
る
に
は
疑
問
の
點
が
あ
り
恐
ら
く
後
世
五
重
傳
法
の
盛
行
承
安
五
年
淨
土
開
宗
説
の
形
成
一
八
七
一
八
八
す
る
に
あ
た
つ
て
善
導
、
法
然
兩
師
の
口
決
相
承
を
顯
揚
せ
ん
が
た
め
に
、
誰
れ
か
が
聖
聰
の
名
を
借
り
て
法
然
上
人
の
諸
傳
記
、
著
作
並
び
に
聖
冏
の
淨
土
眞
宗
付
法
傳
等
を
參
考
に
し
て
作
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
む
法
然
上
人
傳
を
集
大
成
し
た
と
い
わ
れ
る
四
十
八
卷
傳
に
出
る
「
淨
土
歸
入
」
「吉
水
移
住
」
を
淨
土
開
宗
と
名
づ
け
た
初
め
は
忽
徴
(
蕪
鞏
の
勅
修
吉
水
圓
光
大
師
御
傳
略
目
録
で
あ
ろ
う
。
四
+
八
卷
傳
の
箜
ハ
窪
、
内
容
が
八
段
に
分
れ
て
い
る
。
綴
は
こ
れ
に
左
の
如
き
目
次
を
つ
け
て
い
る
。
一
、
上
人
一
切
經
御
披
覽
の
後
渤
釦
熟
に
入
給
事
二
、
慈
眼
房
と
稱
名
觀
佛
勝
劣
問
答
の
事
　
　
む
　
　
　
三
、
叡
山
黒
谷
を
出
て
東
山
吉
水
に
住
し
て
淨
土
宗
を
開
給
事
四
、
善
導
惠
心
の
勸
に
隨
て
稱
名
を
宗
と
し
賜
ふ
御
物
語
の
事
五
、
念
佛
七
萬
遍
の
後
に
晝
夜
餘
言
を
ま
じ
へ
給
ざ
り
し
事
　
　
　
　
六
、
凡
夫
入
報
土
の
義
を
顯
さ
ん
が
爲
に
別
宗
を
立
給
事
(以
下
略
、
番
号
○
點
は
記
者
)
こ
の
四
十
八
卷
傳
第
六
卷
は
上
來
説
い
た
承
安
五
年
淨
土
歸
入
、
吉
水
移
位
の
こ
と
が
述
べ
て
あ
る
章
段
で
あ
る
。
忽
徴
は
、
法
然
上
人
が
承
安
五
年
、
四
十
三
歳
の
時
、
善
導
の
觀
經
疏
に
説
く
二
心
専
念
の
文
」
に
よ
つ
て
念
佛
の
行
者
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
「淨
土
宗
に
入
給
」
と
し
、
吉
水
に
移
つ
て
念
佛
の
教
法
を
民
衆
に
読
き
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
を
も
つ
て
「淨
土
開
宗
」
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
續
い
て
、
淨
統
略
讃
の
著
者
懷
山
も
同
書
に
お
い
て
「善
導
ノ
觀
經
疏
ヲ
八
遍
高
覽
シ
終
一二
心
專
念
ノ
丈
二
依
テ
、
乃
所
業
ヲ
棄
テ
淨
土
宗
ヲ
開
キ
自
ラ
三
昧
發
得
シ
テ
極
樂
ノ
妙
境
ヲ
覩
ル
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「今
空
師
ヲ
以
テ
日
本
淨
土
一
宗
ノ
始
組
ト
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
淨
統
略
讃
は
、そ
の
序
文
に
よ
る
と
元
祿
九
年
(
一
六
九
六
)
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
忽
徴
の
在
世
中
に
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
て
、
近
世
中
葉
に
な
つ
て
、
忽
徴
、
懐
山
の
兩
師
に
よ
つ
て
、
承
安
五
年
、
コ
心
專
念
の
文
」
に
よ
る
淨
土
歸
入
、
吉
水
移
住
を
「淨
土
開
宗
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
法
然
上
人
を
「
日
本
淨
土
一
宗
の
始
組
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
は
誠
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
懷
山
が
淨
統
略
讃
を
著
し
た
と
同
じ
時
、
印
ち
元
祿
九
年
十
月
に
は
法
然
上
人
に
圓
光
大
師
號
勅
謚
の
内
命
が
あ
り
、
翌
十
年
正
月
十
八
日
に
大
師
號
の
宣
下
が
あ
つ
た
。
こ
の
近
世
中
葉
は
淨
土
宗
教
團
勢
力
の
黄
金
時
代
で
あ
る
か
ら
教
團
の
開
創
者
に
大
師
號
を
望
む
教
勢
に
か
ら
ん
で
、
淨
土
宗
開
宗
年
次
の
問
麋
大
き
く
浮
び
上
り
、
法
然
夫
行
状
鸛
四
+
八
卷
傳
に
勅
修
な
る
頭
斈
が
つ
け
ら
碧
微
懷
山
兩
師
に
よ
つ
て
ほ
と
ん
ど
同
じ
頃
に
承
安
五
年
淨
土
開
宗
説
が
唱
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
初
め
「
わ
れ
淨
土
宗
を
た
つ
」
と
い
わ
れ
た
法
然
上
人
の
言
葉
は
善
導
の
念
佛
思
想
に
よ
る
新
淨
土
宗
義
の
提
唱
を
意
味
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
が
つ
い
に
淨
土
宗
教
團
の
設
立
と
い
う
意
味
に
變
化
し
、
承
安
五
年
四
十
三
歳
の
時
、
善
導
の
教
に
歸
依
し
て
稱
名
念
佛
の
行
者
と
な
り
、
吉
水
に
お
い
て
布
教
に
つ
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
淨
土
教
團
開
宗
と
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
か
く
し
て
承
安
五
年
の
淨
土
開
宗
と
い
う
定
説
は
近
世
中
葉
に
至
つ
て
忽
微
懷
山
兩
師
に
よ
つ
て
提
唱
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
註
①
凝
然
の
淨
土
法
門
源
流
章
の
読
。
椎
尾
辨
匡
博
士
の
「
日
本
淨
土
教
の
中
核
」
に
は
、
六
十
六
歳
前
後
に
開
宗
を
見
出
さ
ん
と
し
て
い
る
。
②
井
上
光
貞
著
、
日
本
淨
土
教
成
立
史
の
研
究
。
③
輻
井
光
順
博
士
「
法
然
傳
に
つ
い
て
の
土
三
の
問
題
(印
度
學
佛
教
學
研
究
第
十
號
)
。
④
摧
邪
輪
下
(
淨
全
八
卷
七
六
四
頁
)
。
⑤
玄
義
分
記
第
四
(淨
全
二
卷
一
五
三
頁
)
。
⑥
興
輻
寺
奏
上
(
佛
全
一
〇
三
六
頁
)
。
⑦
淨
土
法
門
源
流
章
(
淨
全
一
五
卷
五
九
〇
頁
)
。
⑧
一
期
物
語
(
井
川
定
慶
編
、
法
然
上
人
傳
全
集
七
七
五
頁
)
。
ま
た
阿
彌
陀
經
釋
に
「於
】善
導
所
立
往
生
淨
土
宗
こ
の
語
あ
り
⑨
西
宗
要
第
一
(
淨
全
一
〇
卷
=
一
九
頁
)
。
⑩
念
佛
三
心
要
集
(
淨
全
一
〇
卷
三
八
八
頁
)
。
⑪
明
義
進
行
集
第
二
(中
外
日
報
祗
刊
、
佛
教
古
典
叢
書
一
八
頁
)
。
承
安
五
年
淨
土
開
宗
読
の
形
成
』
入
九
一
九
〇
⑫
徹
選
擇
集
上
(
淨
全
七
卷
九
五
頁
)
。
⑬
源
空
聖
人
私
日
記
(井
川
定
慶
編
、
法
然
上
人
傳
全
集
七
七
一
頁
)
。
⑭
〃
〃
(
〃
〃
七
七
〇
頁
)
。
⑮
法
然
上
人
傳
記
(
〃
〃
七
七
三
頁
)
。
⑯
本
朝
祀
師
傅
記
繪
詞
第
一
(
〃
〃
四
七
三
頁
)
。
⑰
法
然
上
人
傳
繪
詞
卷
三
(
〃
〃
鹽
五
五
一
頁
)
。
⑱
法
然
上
人
傳
繪
詞
上
卷
(
〃
〃
三
二
〇
頁
)
。
⑲
法
然
上
人
繪
(
〃
〃
五
三
六
頁
)
。
⑳
拾
遺
古
徳
傳
卷
三
(
〃
〃
五
八
九
頁
)
。
⑳
法
然
上
人
傳
記
卷
第
二
上
(
〃
〃
三
四
六
頁
)
。
⑳
法
然
上
人
行
状
繪
圖
第
六
(
〃
〃
二
四
頁
)
。
⑳
法
然
上
人
傳
繪
詞
卷
五
(
〃
〃
五
六
〇
頁
)
。
⑳
徹
選
譯
集
上
(
淨
全
七
卷
九
五
頁
)
。
⑳
勅
修
吉
水
圓
光
大
師
御
傳
略
目
録
(淨
全
一
六
卷
九
九
二
頁
)
。
⑳
淨
統
略
讃
(續
淨
六
卷
三
七
四
頁
)
。
⑳
延
享
版
の
述
懐
鈔
の
後
跋
に
よ
る
と
、
延
寳
版
の
述
懐
鈔
は
文
字
に
誤
り
が
多
い
た
め
に
古
刹
よ
り
得
た
る
善
本
に
よ
り
考
勘
す
と
い
つ
て
、
延
寶
版
を
改
定
し
て
い
る
。
そ
の
最
も
大
な
る
も
の
は
、
第
二
十
の
法
然
上
人
傳
の
述
作
の
由
來
を
記
す
る
所
に
「今
不
レ
圖
勅
命
ヲ
ウ
ケ
法
然
上
人
ノ
勸
化
ヲ
書
圖
二
寫
シ
」
の
文
を
挿
入
し
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
後
序
に
「
此
鈔
濫
觴
者
叡
山
舜
昌
法
印
至
二
源
空
一
代
井
遺
弟
儀
式
一詳
記
號
二語
傳
一
作
ゴ
四
十
八
卷
こ
の
文
を
「
此
鈔
者
叡
山
功
徳
院
法
印
舜
昌
和
爾
之
述
作
也
法
印
奉
二勅
命
一編
=
集
吉
水
御
傳
四
十
八
卷
二
と
書
き
改
め
た
こ
と
で
あ
る
。
四
十
八
卷
傳
に
勅
修
な
る
頭
文
字
を
つ
け
た
の
は
怨
徴
の
勅
修
吉
水
圓
光
大
師
御
傳
な
る
名
稱
が
初
め
の
よ
う
で
あ
る
。
忍
徴
の
晩
年
師
ち
、
元
祿
十
年
(
一
六
九
七
)
に
圓
光
大
師
な
る
大
師
號
宣
下
が
あ
り
、
勅
會
に
よ
る
大
法
會
が
行
わ
れ
た
。
「
勅
修
吉
水
圓
光
大
師
」
の
「
勅
修
」
は
勅
命
に
よ
る
大
法
會
を
修
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
延
享
版
が
誤
つ
て
勅
命
に
よ
り
編
集
と
改
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
